
令 和 7 年 9 月 1 8 日  

主 催 ： 一 般 社 団 法 人 i T E C S 技 術 協 会  
 

2025 年 度 iTECS 技 術 協 会 スキルアップ講 習 会  
（ 兼  レベルⅠ・ Ⅱ資 格 更 新 講 習 会 ）  

 
〜 新 たに規 格 化 された試 験 方 法  
（ 点 検 支 援 技 術 性 能 カタログ（ 橋 梁 ） 掲 載 試 験 方 法 ）  

説 明 会 〜  
開 催 案 内  

 

貴 社 ま す ま す ご 清 祥 の こ と と お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。  

 本 ス キ ル ア ッ プ 講 習 会 は ， i T E C S 技 術 者 の 更 な る 技 術 の 向 上 と ， 最 新 情 報 の 共

有 を 目 的 と し て 開 催 し て い ま す 。 今 年 度 は 令 和 7 年 度 か ら 点 検 支 援 技 術 性 能 カ タ

ロ グ （ 橋 梁 ） に 掲 載 さ れ ， さ ら に ， 当 協 会 で 規 格 化 を 進 め て い る 2 つ の 試 験 方 法

に つ い て ， 現 場 で の 測 定 手 順 ， 適 用 実 績 ， 適 用 時 の 留 意 点 ， こ れ ら に つ い て の 講

習 会 を 開 催 す る こ と と な り ま し た 。  

 ご 多 忙 と は 存 じ ま す が ， ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。 な お ， ス キ ル ア ッ プ 講 習 会 は レ

ベ ル Ⅰ ， レ ベ ル Ⅱ 認 証 資 格 の 更 新 に 準 じ る 講 習 会 と し て 認 定 い た し ま す 。  

 

１ ． 講 習 会 名 称 ・ 開 催 主 旨 ：  
2025 年 度 iTECS 技 術 協 会 スキルアッ プ講 習 会 〜 新 たに規 格 化 された試 験 方 法 （ 点
検 支 援 技 術 性 能 カタログ（ 橋 梁 ） 掲 載 試 験 方 法 ） 説 明 会 〜  

 当 協 会 は i T E C S 技 術 の 普 及 を 目 指 し ，規 格 制 定 ，技 術 者 の 認 証・教 育 な ど

を 行 っ て お り ま す 。 2 0 2 5 年 ４ 月 に 「 点 検 支 援 技 術 性 能 カ タ ロ グ （ 橋 梁 ）」 に

“ B R 0 2 0 0 4 7：コ ン ク リ ー ト 内 部・表 面 の 変 状 探 査 技 術（ P R A - T I C A）（ う き ）”
と“ B R 0 2 0 0 5 2：コ ン ク リ ー ト 内 部・表 面 の 変 状 探 査 技 術（ P R A - T I C A）（ 床 版

劣 化 ）” が 登 録 さ れ ま し た 。  
 こ れ ら の 試 験 方 法 に つ い て は ， 会 員 の 皆 さ ま が 実 際 に 調 査 ・ 点 検 ・ 診 断 業

務 等 に i T E C S 技 術 と し て 活 用 さ れ る こ と を 目 的 と し て ，i T E C S 法 と し て の 規

格 化 を 進 め て い ま す 。 今 回 の ス キ ル ア ッ プ 講 習 会 で は ， 規 定 し た 測 定 方 法 ，

こ れ ま で の 適 用 実 績 ， 適 用 時 の 留 意 点 ， こ れ ら に つ い て の 説 明 を 行 い ま す 。

皆 さ ま が 現 場 業 務 と し て i T E C S 技 術 を 適 用 す る た め の よ り 実 践 的 な 能 力 が

身 に つ く こ と が 期 待 さ れ ま す 。  
 

２ ． 開 催 日 時 ： 2025 年 10 月 27 日 （ 月 ）  13： 00～ 16： 45 

 



３ ． 会 場  

○ 東 京 会 場 （ リ ッ ク 株 式 会 社 ： 東 京 都 港 区 ）  

東 京 都 港 区 芝 1-15-5（ JR 田 町 駅 ・ 浜 松 町 駅 よ り 徒 歩 10 分 ）  

○ オ ン ラ イ ン （ 同 時 開 催 ）  

※ オ ン ラ イ ン （ iTECS 技 術 協 会 か ら の イ ン タ ー ネ ッ ト 配 信 ： Zoom を 利 用 ）

に て 実 施 し ま す 。 講 習 会 参 加 用 Ｕ Ｒ Ｌ は 、 後 日 事 務 局 よ り メ ー ル に て お

知 ら せ し ま す 。  

※ オ ン ラ イ ン で 受 講 さ れ る 方 は 講 師 と の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が 不 十 分 に な る

場 合 が 考 え ら れ ま す 。 予 め ご 了 承 頂 き ま す よ う お 願 い 致 し ま す 。  

 

４ ． ス ケ ジ ュ ー ル （ 講 師 は 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す ）  

時 間  内 容  講 師  

1 3 ： 0 0 〜 1 4 ： 3 0  

「 2 」 に つ い て  
・ 新 規 格 制 定 内 容 の 説 明  
・ 現 場 適 用 事 例 の 紹 介  
・ 現 場 適 用 時 の 留 意 点  

リ ッ ク ㈱  
岩 野 聡 史  

1 4 ： 4 5 〜 1 6 ： 1 5  

「 コ ン ク リ ー ト 床 版 内 部 の 変 状 探 査 試
験 」 に つ い て  

・ 新 規 格 制 定 案 の 説 明  
・ 弾 性 波 速 度 の 設 定 方 法 の 説 明  
・ 実 験 事 例 の 紹 介  
・ 現 場 適 用 時 の 留 意 点  

リ ッ ク ㈱  
岩 野 聡 史  

1 6 ： 3 0 〜 1 6 ： 4 5  i T E C S 法 に 関 す る 最 新 情 報 の 共 有  
㈱ 大 進 コ ン
サ ル タ ン ト  
炭 谷 浩 一  

 

５ ． 受 講 費 用  

【 会 員 ・ 非 会 員 と も 】  

 〇 一 般 受 講 者       ：  無 料  

 〇 レ ベ ル Ⅰ 、 Ⅱ 更 新 希 望 者 ： 10,000 円  

 

６ ． 定 員  

○ 48 名 （ 対 面 参 加 者 ） ※ オ ン ラ イ ン 参 加 者 に 定 員 は あ り ま せ ん 。  

 



７ ． 参 加 申 し 込 み 方 法  

・ iTECS 技 術 協 会 HP よ り 、 該 当 す る 申 込 み フ ォ ー ム か ら お 申 し 込 み 下 さ い 。  

（ h t t p s : / / w w w. i t e c s . o r. j p / t r a i n i n g - s e s s i o n . h t m l ）  

・ 参 加 申 込 者 に は ， 事 務 局 よ り 請 求 書 を 送 付 し ま す 。 ※ 該 当 者 の み  

・ お 申 込 み の 締 め 切 り は 10 月 23 日 （ 木 ） 迄 と さ せ て 頂 き ま す 。  

 

 

 

８ ． CPD 

  本 講 習 会 は 土 木 学 会 の CPD 認 定 の 申 請 を 行 っ て お り ま す 。  

 ・ 会 場 参 加 の 方 へ は 、 当 日 受 講 証 明 書 を 配 布 予 定 に し て お り ま す 。  

 ・オ ン ラ イ ン 受 講 の 方 は Zoom 画 面 に て 受 講 確 認 を 行 い ま す 。1 人 1 台 の カ メ ラ

付 き 端 末 で ご 参 加 く だ さ い 。 在 席 が 確 認 で き な い 場 合 は 受 講 が 認 め ら れ な い

場 合 が あ り ま す 。  

 ・オ ン ラ イ ン 受 講 の 方 は 受 講 し て 得 ら れ た 所 見（ 学 び や 気 づ き：100 文 字 以 上 ）

の 提 出 が 必 須 で す 。  

 ・ 土 木 学 会 以 外 の 団 体 に 提 出 す る 場 合 の 方 法 等 は 提 出 先 団 体 に 事 前 に ご 確 認 く

だ さ い 。 他 団 体 が 運 営 す る CPD 制 度 に 関 す る 内 容 に つ い て は 回 答 い た し 兼 ね

ま す 。  

  

そ の 他 ， ご 不 明 な 点 が ご ざ い ま し た ら ， 下 記 事 務 局 ま で お 問 合 せ 願 い ま す 。  

 

 

 

 

 

（ 一 社 ） iTECS 技 術 協 会  事 務 局  

TEL:096-300-5022 

e-mail:  i-contactinfo@itecs.or.jp 


